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１ 目的 

台風 15 号に係る千葉県安房健康福祉センター管内市町の支援活動を振り返り、今

後の災害時保健師活動の資料とする。 

 

２ 令和元年台風 15 号の概要 

令和元年９月 5日南鳥島近海で発生。７日から８日にかけて小笠原近海から伊豆諸

島付近を北上し、９日３時前に三浦半島付近を通過し、強い勢力で９日５時前に千葉

市付近に上陸した。その後、９日朝には茨城県沖に抜け、日本の東海上を北東に進ん

だ。 

台風の接近・通過に伴い、伊豆諸島や関東地方南部を中心に猛烈な風、猛烈な雨と

なった。特に、千葉市で最大風速 35.9 メートル、最大瞬間風速 57.5 メートルを観

測するなど、多くの地点で観測史上１位の最大風速や最大瞬間風速を観測する記録的

な暴風となった。 

 

＊ 人的被害・建物被害（消防庁情報：10月 10 日 7：00 現在） 

重症 軽症

福島県 1 5 6

茨城県 1 23 5 35 2,712 13

栃木県 13 3

埼玉県 1 9 15 1

千葉県 7 74 198 1,958 33,377 36 63 55

東京都 1 7 9 91 1,633 13 8 197

神奈川県 3 11 6 40 2,050 31 32 48

静岡県 13 2 38 2 1

合計 1 12 150 219 2,126 39,828 86 111 1 313

床下

浸水

公共

建物
その他

都道府県名
死者

負傷者

人的被害（人） 住家被害（棟） 非住家被害（棟）

全壊 半壊
一部

破損

床上

浸水

 

 

３ 派遣場所の概要 

（１）千葉県安房健康福祉センター（安房保健所） 

安房健康福祉センター（安房保健所）管内の３市に派遣。当該センターは、房総

半島南端に位置する３市１町（館山市、鴨川市、南房総市、鋸南町）を所管する。 

太平洋と東京湾を結ぶ海岸線に囲まれ、夏は涼しく冬は温暖な気候で、花と海の

観光や、米、野菜、畜産や花の生産、アワビやサザエなどを採る磯根漁業などが盛

んな地域。 
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（２）派遣３市 
 人口（人） 世帯数（世帯） 高齢者人口割合（％） 

鴨川市 32,264 14,632 37.8 

南房総市 36,453 14,964 44.9 

館山市 45,333 20,410 39.0 

 

 

４ 災害派遣から派遣終了までの経過 

 

月 日 連絡ルート 経 過 

９月16日(月・祝) 厚労省→本県 被災地都道府県・千葉県への９月17日～９月27日

までの応援派遣の可否について、照会を受ける。 

９月16日(月・祝) 本県→厚労省 事前登録リストに基づき人員調整。９月17日から

応援派遣が可能である旨回答。 

９月16日(月・祝) 厚労省→本県 千葉県への保健師の応援派遣調整の結果について、

派遣先は千葉県安房保健福祉センター鴨川地域保

健センターであると連絡が入る。 

９月17日(火)  派遣前オリエンテーション実施(１班対象） 

９月17日(火)  派遣開始 

９月17日(火) 第１陣➝本県 活動拠点は、鴨川ふれあいセンターになる旨連絡 

９月19日(木)  派遣前オリエンテーション実施(２班連絡員対象） 

９月20日(金) 千葉県➝本県 鴨川市は現在の１班で終了。21日からの２班は、

同じ安房保健福祉センター管内の南房総市か鋸南

町への活動を依頼したいとの連絡あり。期間は当

初の依頼とおり27日までとしたい。 

９月20日(金)  派遣前オリエンテーション実施(２班保健師対象） 

９月21日(土)  ２班派遣開始。宿泊地を館山市内に移す。 

活動拠点は、南房総市に変更。 

９月24日(火) 千葉県➝本県 派遣期間の延長について打診。９月26日から現行

の南房総市から館山市へ活動拠点を変更し、10月6

日まで依頼したいとの連絡あり。 

９月24日(火)  人員調整 

９月25日(水) 本県➝千葉県 千葉県へ派遣可能と回答 

９月25日(水) 2班➝本県 本日で南房総市の活動は終了。明日(26日)からは

館山市に活動拠点を移す。 

出典： 人口・世帯数 令和元年９月１日現在 千葉県ホームページ 

 高齢者人口割合 平成 31 年４月１日現在 千葉県ホームページ 



3 
 

 

月 日 連絡ルート 経 過 

９月26日(木) 本県➝厚労省 千葉県からの依頼に基づき10月６日まで派遣する

ことを報告。 

９月26日(木)  派遣前オリエンテーション実施(３班対象） 

９月27日(金)  ３班派遣開始 

10月１日(火)  派遣前オリエンテーション実施(４班対象） 

10月２日(水)  ４班派遣開始 

10月６日(日)  派遣終了 

 

５ 保健師活動の概要 

（１）スケジュール 

１班につき４泊５日～６泊７日 

１日目：移動・挨拶・引継ぎ・活動、２～６日目：活動、最終日：引き継ぎ・移動 

 

（２）主な活動内容 

班 時期 フェーズ 活動場所 主な内容 

１ ９月17日(火) 

～９月21日(土) 

フェーズ 4 

（亜急性期） 

鴨川市 〇家庭訪問 

・山間部の要支援者、障害者の健

康相談、ニーズ把握 

２ ９月21日(土) 

 ～９月27日(金) 

南房総市 〇家庭訪問 

・要支援者、身障等手帳所持者 

館山市 〇健康相談 

・包括の集いの広場、出張罹災証

明受付場 

３ ９月27日(金) 

 ～10月２日(水) 

〇避難所の健康管理 

４ 10月２日(水) 

 ～10月６(日) 

〇避難所の健康管理 
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５ 各班の活動報告 

（１）１班 

項目 内容 

活動期間 令和元年 9 月 17 日から 9 月 21 日 

（発災 9日目～13 日目） 

保健師活動の

概要 

・鴨川市では避難所を開設しても避難者がほとんどいなかったとい

うことで、要フォロー者の訪問活動を行っていた。 

・神奈川県チームは被害の最も大きかった鋸南町と隣接している鴨

川市の山間部を担当し、停電と断水が続いている地域の独居高齢

者を訪問し、安否確認と健康相談を行った。 

・最終日は時間の関係で鴨川市中心部の独居高齢者宅を訪問した。 

班員の役割分担 ・神奈川県健康増進課への報告はリーダー保健師、鴨川市保健師へ

の報告はメンバー保健師が主に行った。保健師活動は２名で協力

して行った。 

・連絡調整員：訪問先の経路等準備、車の運転、レンタカーの手配、

総務室職員との連絡調整、高速料金等の立て替え・管理、記録写

真の撮影・保存等を担当。 

他自治体等派遣

チームの活動 

・当チームが最初に鴨川市に入った。翌日から川崎市と群馬県のチ

ーム（各３名）も加わり、３チームで地区分担をして活動した。 

活動を通した

課題 

・山間部の狭い道を使った訪問活動だったため、軽自動車が必須だ

った。（神奈川県に報告したところ、すぐに軽自動車のレンタカー

の手配が行われた。） 

・神奈川県から現地までの往復には鎌倉保健福祉事務所の公用車

（バン）を利用したが、帰りの高速道路でパンクするというトラ

ブルがあった。 

・山間部の活動だったのでヒルや蚊などの害虫対策が必要だった。 

派遣保健師の

生活で留意し

た点 

・訪問の都合で昼食時間が遅れることもあったが、3 食しっかり食

べ、疲労が蓄積しないよう努めた。 

感想 【リーダー保健師】休日に派遣が決まり、仕事の調整は電話で課長に

行った。訪問や健康教育の予定を交代してくれた同僚に心から感

謝したい。 

【メンバー保健師】第 1 班の派遣は初めての体験で、派遣先スタッ

フや住民、チーム員より教えてもらうことばかりでした。 

【連絡調整員】初めての派遣という事で戸惑うことも多々あったが、

保健師の方々のサポートにより、無事に活動を終えることができた。 
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（２）２班 

項目 内容 

活動期間 令和元年９月 21日から９月 27 日 

（発災 12日目～18 日目） 

保健師活動の

概要 

＜南房総市＞ 要援護者訪問（訪問基準あり） 

  ・75 歳以上独居高齢者、75歳以上のみ世帯高齢者 

  ・要介護３以上、身障等手帳所持者 

  ・２巡目まで訪問で要フォロー、不在者 

＜館山市＞ 健康相談（包括の集いの広場、出張罹災証明受付） 

班員の役割分担 リーダー：チームの統括、健康増進課に日々の電話報告 

保健師：家庭訪問、健康相談の実施・記録、日報記録、ミーティン

グ・医療調整会議等の記録 

連絡調整員：運転、前渡金の管理、訪問先のマッピング（明細地図、

グーグルマップ、ナビ）、活動の写真撮影・フォルダーへのアップ 

他自治体等派遣

チームの活動 

保健師：横浜市、川口市、群馬県、宮城県、市川市、千葉県 

 各市町へ支援（家庭訪問、避難所健康管理、職員の健康管理等） 

AMAT（安房地域医療センター）、JRAT、HuMA、DPAT 

活動を通した

課題 

○安房保健所、千葉県保健師の体制が参考となりました。 

・リーダー保健師（派遣調整保健師）の設置 

安房保健所長がリーダー保健師の派遣を県庁に要請。DHEAT 研

修を受けた保健師（市川保健所、習志野保健所）が派遣された。

市町のニーズを聞きながら、派遣保健師の派遣先、人数、日数、

活用内容などを取りまとめ、派遣保健師の活動の調整役を担う。 

・市町へのリエゾン 

市町に安房保健所、千葉県派遣保健師 1～２名が交代で支援。

県との連絡の取次や市の体制整理、相談役などを担う。 

派遣保健師の

生活で留意し

た点 

・活動前後には、班員の体調を確認。 

・宿は 1人部屋だったため、各々のペースで休息に努めた。 

・活動先と宿の往復の車中で、活動の振り返り（思いを共有）。 

感想 【リーダー保健師】被災地の市保健師が「関係機関と日ごろ顔を合せ

ていたことが、災害直後の混乱した中でどれほど助けられたか」

と言われた言葉が印象的でした。平時の活動の重要性を改めて認識

しました。 

【メンバー保健師】市町村業務にも携わることができ、毎日が新鮮で

充実した日々でした。訪問先で「話せてよかった。安心した。」との

言葉を聞き、思いを吐露する場・訪問の重要性を改めて実感しました。 
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（３）３班 

項目 内容 

活動期間 令和元年９月 27日から 10 月２日 

（発災 19日目～24 日目） 

保健師活動の

概要 

・館山市内２か所の避難所に避難している方の健康管理。 

・９月 27 日安房健康福祉センター(安房保健所)における市町保健

師との情報交換会に参加。 

班員の役割分担 保健師：避難者への健康支援、ミーティングでの報告・相談、報告

書の作成、健康増進課への電話連絡 

連絡調整員：自動車の運転、スケジュール管理、避難者への情報提

供（行政の手続き関係等）や傾聴 

他自治体等派遣

チームの活動 

千葉県保健師：館山市に県保健師1人が支援に入り、電話対応やEMIS

への避難所情報の入力、市の保健師の相談相手など様々な細やか

な支援を実施していたが 9 月 28 日（日）で終了。保健所ミーティ

ングは 9月 27 日（金）で終了。 

川口市：9月 27 日まで支援。保健師２人、獣医師１人のチーム。そ

の前チームは、保健師２人に栄養士１人のチームで活動し、獣医

師が避難者へ多頭飼育への助言や、栄養士が避難所の備蓄食糧に

ついての助言を行っていた。 

災害時ナース（DNSO）：土日に看護師が２名ずつ館山市のボランティ

アセンターの救護所へ支援に入る。市の保健師と共に健康相談を

実施。 

活動を通した

課題 

・派遣後の休暇を確保した上で派遣する体制とすることが望まし

い。職場に戻ると仕事が山積みの状況では、休みが取れないまま

勤務を継続し、疲労が蓄積してしまうため。 

・電話等が繋がらない、電気が使えないことを想定した市町や医療

機関全体との災害時対応訓練はない。 

・受援体制の整備が必要  

派遣保健師の

生活で留意し

た点 

・外食が主なので、バランスのよい食事や、脱水予防のため、スポ

ーツドリンクを携帯した。 

・不眠対策として、入眠前にストレッチをするなどリラックスを心

掛けた。 

・朝、３人で体調確認の声かけをした。 

 



7 
 

項目 内容 

感想 【リーダー保健師】・今回は、フェーズの移行が早く、その状況に応

じて臨機応変な活動が求められたが、通常行っている保健師業務

の面接、訪問、業務等の経験がすべて役立ったと感じた。日ごろ

の業務を丁寧に実施し知識と技術を向上させておくことや、災害

時に使用する様式の記載（避難所の報告書類等）なども訓練して

おくことがよりスムーズな活動に必要と感じた。 

・保健所のミーティングがなくなった時期に入り、支援を実施する

中で不安や疑問を保健所に相談する機会がなかった。他県等の支

援チームが入っている時期の保健所としての受援体制整備の必

要性を強く感じた。 

・千葉県は、各避難所にも県職員を派遣し、市職員と一緒に活動し

つつ、俯瞰した立場で支援していた。災害時の市町村支援の在り

方を考える機会となった。 

【メンバー保健師】保健師の経験も浅い中での急な派遣となり、不安

も強かったため、経験の豊富な保健師や派遣経験者と同行できた

ことは大変心強かった。避難所での活動においては、一時的にし

か関われない中で、継続した支援を行うために、誰に、どのよう

に繋いでいくかということが大切であると感じた。また、私自身

日頃は通常業務に追われ災害時の備えが十分にできていないこ

とに気づいた。平時からの災害を想定して少しずつ取り組んでい

きたいと思った。 

【連絡調整員】昨年度に引き続き、今年も派遣職員に選んでいただけ

たため、両者を比較すると、愛媛県では、災害に対して行政だけ

でなく住民も意識が高かったため、安定した避難所支援が出来て

いたように見えたが、千葉県では、行政も住民も災害に対してし

っかりした準備ができておらず、現場での混乱も感じた。被災し

た住民の方の不安を早期に和らげられるよう、行政として事前の

準備をしっかり行い、被災した際はなるべく早い段階で道筋を示せ

るように準備しておきたい。 
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（４）４班 

項目 内容 

活動期間 令和元年 10 月２日から 10 月６日 

（発災 23日目～27 日目） 

保健師活動の

概要 

〇館山市救護本部を活動拠点に、避難所（２か所）を巡回 

・各避難所へ１日１回訪問し、健康相談を実施 

・健康状態要フォロー者の状態確認 

・避難所管理者との情報共有と、避難所内の環境整備への助言 

〇最終応援派遣チームだったため、館山市への引継書の作成 

・避難所避難者の個別支援表（避難所ごと）：要フォロー者の整理 

班員の役割分担 保健師：避難所の健康支援、県（千葉県安房保健所及び神奈川県）・

市（館山市）へ提出する日々記録の作成及び報告、館山市への

引継ぎ書作成（全体の活動概要及び個別支援表） 

連絡調整員：運転、前渡金管理、写真撮影、総務室との連絡窓口 

他自治体等派遣

チームの活動 

・10 月２日で他県からの支援は終了 

・ボランティアの救護のため、日本ホスピス・在宅ケア研究会（６

日まで）と DNSO（災害看護支援機構）（土日祝日の活動、10 月ま

で）による支援あり 

活動を通した

課題 

・他県からの応援派遣が入っている間は、県（保健所）は応援派遣

チームの活動拠点（市）へ出向いたり、派遣チームの困りごとの

確認等の役割を担った方がよいと感じた。 

・活動場所が避難所に限られてはいたが、被災自治体の地図がある

と良かった。 

・最終チームだったため、派遣先自治体への引継ぎのためにはプリ

ンターがあると良かった。 

・連絡調整員も簡単な健康相談は積極的に行ったほうがよい。 

派遣保健師の

生活で留意し

た点 

・活動前、班員同士で体調確認を行った。 

・可能な限り時間内の活動を心がけ、休息時間の確保に努めた。 

・チームワークよく活動するためにコミュニケーションを図るよう

心がけた。 
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項目 内容 

感想 【リーダー保健師】被災時、市町村の状況把握に関して“待ち”の姿

勢でいてはいけないことに気づかされた。また、応援派遣終了時

においても、地域全体の復旧状況とともに、市町村と一緒に状況

を確認していきながら支援の必要性を検討することが大切と感

じた。 

【メンバー保健師】今回の派遣は最終応援派遣であり、継続してきた

支援をどのように被災自治体へ引継ぐか等、考えさせられること

がたくさんあった。避難者の情報整理や他機関との連携等、平時

からの準備が大事であると実感した。 

【連絡調整員】発災からしばらく経過し、インフラが整ってきた時に

どの程度の人までが支援が必要で、いつまで避難所を開設してい

るのか判断するのが難しいと感じた。当県が被災した場合、市町

村や外部から支援に来ていただける方が活動しやすいように平

時からの準備が大切だと感じた。 

 

７ 保健師派遣調整における課題 

・ 災害の種類や被災状況に応じた物品の内容（種類・量）の検討が必要。出発時に支

援活動内容が不明確な場合は、活動内容を予測した物品の準備が必要である。 

・ 活動内容や利用場面に応じた車両の選定は難しいが、安全に活動するための手配が

必要である。 

・ 休日に派遣協力可否の照会があり、休日明けの日から派遣を開始。事前の派遣者リ

スト登録や地域統括保健師の配置が派遣者検討に有用であった。 

・ 被災地のニーズに応じた派遣の調整や対応は難しい。 

 

８ 報告会等 

（１）令和元年台風 15号による災害に係る派遣職員のフォローアップミーティング 

ア 目的 

・ 今回の台風被害に係る支援活動の経験を共有し、今後も起こりうる他県への被災

者支援活動を円滑に行うための体制整備や本県における災害発生時の対応につ

いて示唆を得る。 

・ 被災者支援活動に従事した派遣職員は、身体的・精神的に疲労をきたしやすい状

況にあり、派遣終了後に心身の変調や異変をきたすこともあるため、派遣職員の

健康状態を把握し、必要に応じてフォローにつなげるきっかけとする。 
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イ 日時・場所 

令和元年 10 月 30 日（水）14 時から 15時 30 分まで 

県庁本庁舎 大会議場 

 

ウ 内容 

（ア）支援活動の概要について 

・ 災害の概要、活動スケジュール等（健康増進課） 

・ 千葉県・市町の保健師の体制等について 

（厚木保健福祉事務所保健福祉課 技師） 

・ 千葉県安房健康福祉センター情報交換会 

（平塚保健福祉事務所保健福祉課 課長） 

（イ）グループワーク 

・ 被災者支援の経験から感じたこと（感想、学び、課題、要望等） 

 

エ 主催 

   健康増進課 

 

（２）健康医療局報告会 

ア 目的 

 千葉県への保健師チーム派遣参加者、令和元年 10 月期の健康医療局長表彰受賞

者、海外チャレンジ派遣者による報告を実施することで、局内職員に健康医療局に

関する様々な取組みを知ってもらうと同時に、職員のモチベーションの向上につな

げることを目的とする。 

 

イ 日時・場所 

令和元年 10 月 30 日（水）15 時 45 分～16 時 30 分 

 県庁本庁舎 大会議場 

 

ウ 内容  ※ 派遣活動報告のみ記載 

   千葉県への保健師チーム派遣参加者による報告（導入説明及び活動報告） 

健康増進課 技幹 

小田原保健福祉事務所保健予防課 副技幹 

小田原市福祉健康部健康づくり課 母子保健係長 

 

 エ 主催 

   健康医療局総務室 
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９ 資料 

（１）報告会等 

・ 【支援活動報告②】千葉県・市町の保健師の体制等について 

（フォローアップミーティング） 

・ 令和元年台風 15 号による災害に係る千葉県派遣職員の活動報告職員派遣の概要 

（健康医療局報告会） 

（２）日々の活動記録様式 

（３）持参物品 
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（２）日々の活動記録様式 

 

日報（派遣引継ぎ事項等） 

月日（曜日） 
令和元年   月    日 （    ） 

活動時間   時   分～   時   分 

班 名  

現地の状況 

(店・医療機関

など生活環境

等) 

 

被災者の状況 

（物資や生活状

況など） 

 

活動の概要 

 

派遣職員 

の状況 

 

前渡金の 

使用状況 

使用金額：         円（残額        円） 

内  容： 

その他 

 

お疲れさまです。健康増進課へ毎日電話連絡（045-210-4784）をお願いします。 

神奈川県 様式 10 



■持参物品

品目 個数

【訪問バッグ】 □ 訪問バッグ 2

【消毒液類】 □ 手指消毒用アルコール（手ピカジェル） 2

□ 熱さまシート 2

□ マスク 2

【衛生用品】 □ ウェットティッシュ 2

品目 個数
【ビブス】 □ ビブス 6

□ 様式類（ファイル） 1
□ パンフレット類 適量
□ 用紙（500枚） 1
□ 筆記用具セット 1
□ ノート 2
□ フラットファイル 10
□ テープ類 適量
□ 防犯ベル 3

【生活用品】 □ クーラーボックス 1
【パソコン】 □ パソコン 1
【通信機器】 □ 携帯 1

品目 個数
□ 聴診器 1
□ 血圧計（手動、電動） 1
□ 絆創膏 1箱
□ ディスポーザル手袋 4枚
□ 手指消毒剤　ウエルパス 1
□ 消毒用アルコールジェル手ピカジェル 1
□ 名札 2
□ つめきり 1
□ 毛抜き 1
□ 体温計 1
□ ペンライト 1
□ アルコールウェットティッシュ 1
□ タオル 3
□ ジップ付袋 2
□ 電卓 1
□ ハサミ 1
□ キューマスク 1
□ マスク 数枚
□ 包帯 1
□ 医療用テープ 1
□ サロンパス 数枚
□ 熱さまシート 2枚
□ バインダー 1
□ エプロン 1
□ 筆記用具セット・付箋 1
□ アルコール綿（個包装） 数枚
□ ガーゼ 3
□ ディスポシート 1

【医薬品】

【保健指導用】

訪問バッグ
の中身



 

健康医療局保健医療部健康増進課 

横浜市中区日本大通１ 〒231-8588 
電話(045)210-1111(代) FAX(045)210-8857  


